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自然

［森］

H21 年

主幹はコブを浮かべ、地上 2m より
7 本程の幹が竜のように立ち上る。
中心に空洞がある。
　

■幹周：20m　　■樹高：40m 　
■種類：カツラ　
■根：22.2m　　■樹齢：数百年

菅家の氏神である山神様の神木で、
日本一のアカマツの木です。県の天
然記念物に指定されている。
　

■幹周：7.7m　■樹高：22m 　
■種類：アカマツ
■根：22m　■樹齢：500～600 年

最上町には、17,986ha の天然林があり、その中には日本最大級と
いわれる巨樹があり、大切に守り継がれてきています。　

最上町は 8 割以上が森林で占められており、加えて、民有林の人工林率も県内民有林の平均 39% に比べて 63%

と高い割合です。昭和47年から昭和50年にかけて行われた団地造林1,240haもすでに30年生以上となっており、

間伐が急務となっています。

きれいに間伐され、バイオマスエネ
ルギーとして町内で活用されている。

国道 47 号線沿い舟形町付近の
ナラ枯れ（H21年 9月5日撮影）

ヤナ茶屋から見た北側の山のナ
ラ枯れ（H21 年 9 月 5 日撮影）

最上町だけでなく最上地域をはじめ、県内全域にも広がっている。

％ の最上町民が思っています。

手入れがされていない、手入れが足りない、と

無回答

その他

わからない

ほとんど手入れがされていないと思う

少し手入れが足りないと思う

必要最低限の手入れがされていると思う

よく手入れがされていると思う

Q. 最上町の杉林や里山の状況をどう思いますか？

■ナラ枯れとは
　「カシノナガキクイムシ」がナラ類に潜入し、その体内で共生関係にあ
るナラ菌がナラ類の道管細胞を殺し、樹木が水切れ症状を起こして枯死す
るもの。被害を受ける樹種は、ミズナラ、コナラ、クリなどである。被害
を受けた木は、カシノナガキクイムシが潜入する際の木屑が出るので、虫
の被害を目で確認することができる。
　発生から 3 年程度で 7 ～ 8 割が枯死し一段落するが、4 ～ 5 年後には再
び残ったものも枯死する。枯死した林の中は繁殖力旺盛なユキツバキなど
の下層植生が繁茂し、ナラ林としての更新は困難となる。

■被害の状況
　山形県では平成 3 年に旧朝日村で集団的なナラ枯れが発生し、現在では
県内全域で被害を受け、庄内地域を除き被害状況は悪化している。また秋
田県や宮城県でも被害が確認されており、被害の先端地域は山形県から外
へ移動したと考えられる。

　町内の被害本数 ( 民有林における調査 )

　　H20 年：16 本　→　H21 年：166   本　→　H22 年：275 本

■ナラ枯れ被害と里山の手入れ
　居住地に近い里山にナラ類の林が多いが、薪・炭などへの利用が少なく
なり、里山を使いながら若い林に更新させていくことがなく、里山のナラ
林はどんどん高齢化している。また、ナラ枯れは老齢木や大径木で多く発
生する傾向があるという指摘がある。昔は老齢木になる前に伐採して薪や
炭に使い、枯れた木もすぐに伐採して使っていたが、最近ではこのような
利用が行われなくなったという社会的な要因もナラ枯れ被害が拡大してい
る原因ではないか、という意見もある。このため、薪・炭への利用のほか、
バイオマスとしての利用を進めることで、里山を利用し、健全化していく
ことも重要である。

H 2 3 年：6 3 5 本
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